
　※台車・センターピンは日光モデル。 その他のディテールアップパーツはエコーモデル、工房ひろさん等の他社製品をお使い下さい。
品名品番 本体税別予価

オハ32000 ￥9,000-

W17-002

スニ36650

初回数量限定生産　スニ36670～36673

スユ36000

￥9,000-

￥9,000-

￥9,000-W17-003

W17-004

　　　　　　　　　　　Ｗルーフ客車 17m級　1/80　プラスティック製 ベースキット

　　　オハ44400系列(オハ31系)ジュニア模型店

鉄道省初の鋼製客車として大正15年(1926)に2輌の試作車が製造さ

W17-001

　※床下機器は全車共通プラ床下機器付属 。   　※カプラーはIMON 205推奨(ただし走らせる条件により使えない場合があります。)　
　※無塗装キットのため 組立 ・ 塗装 が必要です。また、リアル化には部品の追加・交換などが必要です。
　※車体設計協力 ： 工房ひろ　（ 鉄道友の会 客車気動車研究会 会員 ・ 車輌史編さん会 編集員 ）

なりました。

を統合しスニ30形となりました。

なくスッキリとした近代的な姿が特徴的です。

鉄道省初の鋼製郵便車で昭和2年(1927)にスユフ47500形として30輌

が製造されました。

昭和3年(1928)の車輌称号規程改正でスユ36000形となり昭和16年

(1941)の車輌称号規程改正でスユ30形となりました。

れ、その後 昭和2年(1927)8月～昭和3年(1928年)3月にかけて量産

車のオハ44400形が302輌製造されました。車輌称号規程改正後の

昭和3年(1928)8月～昭和4年(1929)5月までに製造された208輌はオ

ハ32000形となり昭和16年(1941)の車輌称号規程改正でオハ31形と

昭和4年(1929)12月～昭和7年(1932)にかけてスニ36500を一部

設計変更して24輌が製造されました。

昭和16年(1941年)の車輌称号規程改正でスニ36500形とスニ36650

昭和4年(1929) 昭和5(1930) 昭和7年(1932)に梅鉢鐵工所にて4輌が

製造されました。

スニ36650形と窓配置は同様ですが、溶接を多用した為リベットが少


